
　

づき、要支援者名簿の

８

作成及び提供を行い、

月

地域における体制づく

　

りを市全域に根付
事業

１

区分 □ 自治事務  

日

 □ 法定受託   

概

□ その他
今後の方向

施

性 □ 縮小　■ 改善

策

かせていくよう推進し

名

ていく。また、情報提

地

供調査の結果が未回答

域

だった方に対する同意

福

への働きかけを行って

祉

（改善措置等）□ 休

基

止　□ 終了 いく。
計

本

画対象 □ 実施計画査

目

定対象  □ 行政改

標

革対象 
□ 廃止　　

健

　　 

※決算額につい

康

ては、端数処理により

で

、他資料の決算額と差

福

異が生じている場合も

祉

あります。

が充実したまち

要 施策

N

の

o. 事務事業名 活動内

目

容 コスト（事業費：千

的

円）

国・県支出金を伴

人

う運営費補助金 令和　

が

４年度 令和　５年度 令

つ

和　５年度 令和　６年

な

度 令和　４年度 令和　

が

５年度 令和　５年度 令

り

和　６年度
活動指標名

、

単位
実績 計画 実績 計画

地

決算 当初予算 決算 当初

域

予算
全体事業概要

①
民

の

生委員推薦会開催件数

ネ

回 6 4 2 4
三島市民生

ッ

委員児童委員協議会は

ト

定数206名で8地区

ワ

の
法定地区民生委員児

ー

童委員協議会で構成さ

ク

れ、それぞ 22,40

が

5 21,445 21,

構

445 22,445
れ

築

が6部会に所属してい

さ

る。
②高齢者や障がい

れ

者や子供など見守りを

、

行い行政とのパ
イプ役

地

として活動している。

域

令和　７年度の優先度

で

③2 　□ Ａ　　　 

福

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

祉

　　　 □ Ｄ　

新型

が

コロナウイルス感染症

推

が５類へ移行したため

進

、計画通りの定例会や

さ

バス等を利用した市外

れ

への研修など従来
■ 

る

計画どおり   
令和

ま

　５年度 どおりの事業

ち

が実施できた。
□ 遅

づ

延         

く

の評価
□ 進展なし 

り

    

■ 維持　□

を

 拡大 計画に沿った民

進

生委員活動を実施して

め

いく。
事業区分 □ 自

る

治事務   □ 法定

こ

受託   □ その他

と

今後の方向性 □ 縮小

。

　□ 改善
（改善措置

施

等）□ 休止　□ 終

策

了
計画対象 ■ 実施計

の

画査定対象  □ 行

方

政改革対象 
□ 廃止

向

　　　　 

地域福祉力を高める地域づくりの推進

いずれの事業もおおむね計画どおりとなっており、福祉の向上に寄与している。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 福祉の向上のため今後も事業を維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

避難行動要支援者避難支援推進事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年

1

度 令和　５年度 令和　

頁

６年度
活動指標名 単位

令

実績 計画 実績 計画 決算

和

当初予算 決算 当初予算

 

全体事業概要
①

避難行

5

動要支援者のうち ％以

年

17.4 10 17.8

度

10
災害時において、

　

高齢者や障がい者など

　

の自ら避難す 情報提供

事

調査に未回答の 下
るこ

務

とが困難である避難行

事

動要支援者について、

業

地域 人の割合 695 6

評

09 485 609
の力

価

で避難支援を実施する

表

体制を強化し、防災力

（

の向
②上を図る。

令和

個

　７年度の優先度

③1

票

　□ Ａ　　　 □ 

）

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

課

　 □ Ｄ　

自治会・

名

町内会単位で地域の温

社

度差があり、避難支援

会

体制づくりは進んでい

福

ない状態であるため、

祉

引き続き説明
□ 計画

部

どおり   
令和　５

・

年度 会等を実施し、体

福

制づくりに向けた働き

祉

かけを行っていく必要

事

がある。また、要支援

務

者の情報が平常時から

所

地域
■ 遅延    

福

     
の評価 に提

祉

供されることが要支援

総

者の直接的支援につな

務

がるため、今後、民生

課

委員・児童委員の協力

作

を得ながら、現在
□ 

成

進展なし     
不

日

同意もしくは未回答と

令

なっている要支援者へ

和

情報提供に対する同意

　

を働きかけていく。
□

６

 維持　□ 拡大 避難

年

行動要支援者計画に基



　

性 □ 縮小　□ 改善

８

すこやかふれあいまつ

月

りを開催していく。
（

　

改善措置等）□ 休止

１

　□ 終了
計画対象 ■

日

 実施計画査定対象 

概

 □ 行政改革対象 

施

□ 廃止　　　　 

※

策

決算額については、端

名

数処理により、他資料

地

の決算額と差異が生じ

域

ている場合もあります

福

。

祉 基本目標 健康で福祉が充実したまち

要 施策の目的 人がつながり、地域のネットワークが構築され、地域で福祉が推進されるまちづくりを進めること。

施策の方向 地域福祉力を高める地域づくりの推進

いずれの事業もおおむね計画どおりとなっており、福祉の向上に寄与している。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 福祉の向上のため今後も事業を維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市単独事業費補助金（福祉総務課） 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年

2

度 令和　５年度 令和　

頁

６年度
活動指標名 単位

令

実績 計画 実績 計画 決算

和

当初予算 決算 当初予算

 

全体事業概要
①

市民す

5

こやかふれあいま 回 5

年

5 5 5
地域福祉推進団

度

体（社会福祉協議会）

　

及び各種団体へ つり実

　

行委員会の開催回
の補

事

助金 数 36,561 3

務

7,531 36,37

事

2 34,629
・市民

業

すこやかふれあいまつ

評

り補助金（さまざまな

価

方
②の交流を通して思

表

いやりの心を育む市民

（

すこやかふれ
あいまつ

個

りの開催に対する補助

票

） 令和　７年度の優先

）

度

③3 　□ Ａ　　　

課

 □ Ｂ　　　 □ 

名

Ｃ　　　 □ Ｄ　

市

社

民すこやかふれあいま

会

つり実行委員会にて規

福

模を令和4年度より回

祉

復し実施することが決

部

まり、11月に予定通

・

■ 計画どおり   

福

令和　５年度 り実施す

祉

ることできた。当日約

事

3,800人の来場者

務

があり、福祉で人と人

所

がつながるきっかけづ

福

くりをすることが
□ 

祉

遅延        

総

 
の評価 できた。

□ 

務

進展なし     

■

課

 維持　□ 拡大 市営

作

の事業に移行し市が主

成

体となって運営するも

日

のの、ソフトの面から

令

実行委員会の助言もい

和

ただきつつ、市民
事業

　

区分 □ 自治事務  

６

 □ 法定受託   

年

□ その他
今後の方向


